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決
算
特
別
委
員
会

委
員　

平
成
30
年
度
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
会
計
利

益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
、
観
光
協
会
連
携
事
業
と
し
て
、

海
外
観
光
客
の
来
場
促
進
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
海
外
の
旅
行

代
理
店
な
ど
へ
の
働
き
か
け
は
。

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

部　

香
港
、
タ
イ
で
の
商
談

会
に
参
加
し
、
外
国
人
向
け
の
誘
致

活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
旅
行
会

社
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
３
件
、
台
湾

の
ブ
ロ
ガ
ー
１
件
の
来
場
を
い
た
だ

い
た
。

委
員　

小
児
生
活
習
慣
病
予

防
健
診
で
指
導
や
受
診
が
必

要
と
判
定
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
の
人

数
と
原
因
は
。

教
育
部　

要
指
導
・
要
受
診

と
な
っ
た
児
童
・
生
徒
数
は

２
４
９
名
。
原
因
を
特
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
小
学
４
年
生
を
対

象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
と
、
近
年
は
肥
満
に
つ
な

が
る
早
食
い
や
運
動
を
し
な
い
子
ど

も
が
増
え
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
引

き
続
き
健
康
課
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
生
活
習
慣
の
改
善
の
指
導
を
行

い
た
い
。委

員　

特
定
空
き
家
と
な
っ

て
い
る
空
き
家
は
何
軒
あ
る

か
。
放
置
さ
れ
、
危
険
と
思
わ
れ
る

空
き
家
が
存
在
し
て
お
り
、
市
民
は

不
安
で
あ
る
が
、
対
応
に
何
年
か
か

る
の
か
。
勧
告
、
代
執
行
な
ど
を
行

う
考
え
は
。

生
活
環
境
部　

現
在
、
特
定

空
き
家
は
な
い
。
放
置
さ
れ

た
空
き
家
は
、
審
査
会
を
経
て
の
認

定
と
な
る
た
め
、
相
手
方
と
の
協
議

を
続
け
、
で
き
る
限
り
早
期
に
解
決

し
た
い
。委

員　

公
衆
便
所
清
掃
委
託

料
及
び
管
理
経
費
は
有
効
な

支
出
と
言
え
る
の
か
。
近
隣
施
設
の

状
況
等
を
確
認
し
、
早
急
に
対
応
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

生
活
環
境
部　

施
設
や
管
理

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
継

続
や
統
合
な
ど
検
討
を
加
え
、
次
年

度
予
算
に
お
い
て
対
策
を
講
じ
た
い
。

委
員　

庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

業
務
等
の
専
門
的
な
技
術
に

精
通
し
た
職
員
の
増
員
・
育
成
を
挙

げ
て
い
る
が
、
今
後
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
す
る
考
え
は
。

総
務
部　

今
後
の
地
方
公
共

団
体
は
業
務
の
複
雑
化
や
高

度
化
、
市
民
か
ら
の
多
種
多
様
な
意

見
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

現
行
業
務
に
対
し
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
や
Ａ

Ｉ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

委
員　

投
票
行
動
に
結
び
つ

く
た
め
の
啓
発
や
、
投
票
率

向
上
に
向
け
た
商
業
施
設
で
の
期
日

前
投
票
、移
動
投
票
な
ど
の
考
え
は
。

選
挙
管
理
委
員
会　

年
代
別

投
票
率
の
分
析
を
行
っ
て
い

る
が
、
他
に
も
啓
発
に
結
び
つ
く
分

析
が
で
き
な
い
か
確
認
す
る
。
商
業

施
設
で
の
投
票
所
開
設
や
移
動
投
票

所
は
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
と
も
合

わ
せ
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

委
員　

育
児
休
暇
や
長
期
病

気
休
暇
の
取
得
状
況
と
、
若

年
層
の
離
職
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
は
。

市
長
公
室　

市
全
体
の
育
児

休
暇
取
得
者
数
は
44
人
、
う

ち
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
27
人
。長
期

病
気
休
暇
取
得
者
は
12
人
、う
ち
保

育
士
・
幼
稚
園
教
諭
７
人
。新
規
採
用

者
に
は
担
当
課
で
面
接
な
ど
を
実
施

し
、離
職
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

委
員　

商
店
街
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
中
心
市
街
地

が
シ
ャ
ッ
タ
ー
化
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
組
み

を
考
え
て
い
る
か
。

産
業
文
化
部　

商
工
会
議
所

や
民
間
団
体
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
商
店
街
活
性
化
に
向
け
て

努
力
し
て
い
く
。
空
き
店
舗
・
空
き

オ
フ
ィ
ス
等
活
用
促
進
補
助
金
も
安

定
し
た
利
用
が
あ
り
、
平
成
27
年
度

か
ら
現
在
ま
で
に
13
店
舗
が
追
加
出

店
し
て
い
る
。
今
後
も
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

委
員　

農
地
に
関
す
る
活
動

に
つ
い
て
、
遊
休
農
地
が
昨

年
度
よ
り
増
加
し
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と

っ
て
い
く
の
か
。

農
業
委
員
会　

農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
、
農
地
中
間
管

理
機
構
へ
の
貸
付
や
非
農
地
と
判
断

さ
れ
た
土
地
の
地
目
変
更
を
促
す
な

ど
、
指
導
を
行
う
。

委
員　

平
成
30
年
度
４
月
か

ら
一
定
の
条
件
を
満
た
す
生

活
保
護
受
給
者
に
エ
ア
コ
ン
の
購

入
及
び
設
置
費
が
支
給
さ
れ
る
が
、

そ
の
周
知
と
設
置
件
数
は
。
ま
た
、

対
象
に
な
ら
な
い
世
帯
に
対
す
る
支

援
は
。

健
康
福
祉
部　

平
成
30
年
８

月
に
調
査
を
行
い
、
エ
ア
コ

ン
を
所
有
し
て
い
な
い
１
１
１
世
帯

に
制
度
を
周
知
し
た
。
設
置
件
数
は

２
世
帯
。今
後
、対
象
外
と
な
っ
た
世

帯
に
つ
い
て
も
、
対
象
と
で
き
る
よ

う
県
を
通
じ
て
国
へ
要
望
し
て
い
く
。

委
員　

乳
幼
児
健
康
診
査
の

未
受
診
者
に
、
虐
待
を
警
戒

す
る
意
味
で
も
何
か
対
策
を
と
っ
て

い
る
か
。健

康
福
祉
部　

未
受
診
者
は

全
て
把
握
し
、
訪
問
や
電
話

連
絡
を
と
っ
て
い
る
。
保
護
者
と
の

電
話
連
絡
の
み
の
場
合
は
、
保
育

所
・
幼
稚
園
に
問
合
せ
を
行
い
、
必

ず
子
ど
も
の
所
在
を
確
認
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

委
員　

昨
年
度
の
事
業
評
価

と
し
て
、『
資
金
運
用
に
つ

い
て
、
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ

り
、
安
定
的
に
運
用
を
行
っ
た
』
と

あ
っ
た
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

会
計
課　

各
金
融
機
関
と
も

低
金
利
の
中
、
昨
年
の
夏
頃

は
債
権
の
利
率
が
０
・
６
％
と
非
常

に
良
か
っ
た
た
め
、
丁
度
満
期
を
迎

え
て
い
た
資
金
で
20
年
満
期
の
商
品

を
購
入
し
、
少
し
で
も
利
率
の
良
い

も
の
で
の
運
用
を
考
え
て
い
る
。

委
員　

雑
居
ビ
ル
等
の
防

火
対
象
物
立
入
検
査
の
結

果
は
。

消
防
本
部　

昨
年
度
は
、
例

年
と
比
べ
て
１
０
０
件
多
い

３
２
１
件
の
立
入
検
査
を
行
い
、
消

防
用
設
備
が
付
い
て
い
な
い
と
こ
ろ

を
中
心
に
指
導
し
て
い
る
。
な
お
、

一
定
の
防
火
対
象
物
に
つ
い
て
は
定

期
点
検
報
告
を
義
務
付
け
て
お
り
、

昨
年
度
の
報
告
率
30
％
に
比
べ
、

今
年
度
は
50
％
と
改
善
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
、
継
続
し
て
取
り
組
み

た
い
。

委
員　

学
校
に
お
け
る
Ａ
Ｅ

D
及
び
心
配
蘇
生
法
の
指
導

状
況
は
。

消
防
本
部　

小
学
校
１
校

と
、
中
学
校
は
東
中
学
校
、

飯
山
南
中
学
校
の
２
校
、
高
校
は
丸

亀
高
校
、
丸
亀
城
西
高
校
及
び
飯
山

高
校
総
合
福
祉
学
科
の
３
校
に
お
い

て
救
急
指
導
を
行
っ
た
。

委
員　

道
路
補
修
事
業
費
の

詳
細
は
。

都
市
整
備
部　

路
側
・
側
溝

補
修
工
事
等
86
件
で
約
５
２

５
０
万
円
、
舗
装
補
修
工
事
78
件
で

約
５
７
９
０
万
円
、
緊
急
措
置
工
事

14
件
で
約
１
９
９
万
円
で
あ
っ
た
。

委
員　

公
立
保
育
所
で
の
一

時
保
育
や
延
長
保
育
を
充
実

さ
せ
る
考
え
は
。

こ
ど
も
未
来
部　

一
時
保
育

は
、
今
後
増
や
し
て
い
き
た

い
。
延
長
保
育
は
、
保
育
士
の
人
員

増
を
要
す
る
た
め
検
討
し
た
い
。

委
員　

家
庭
児
童
相
談
室
に

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
対
応

な
ど
の
役
割
は
あ
る
の
か
。

こ
ど
も
未
来
部　

子
ど
も
の

発
育
や
子
育
て
、
不
登
校
に

関
す
る
相
談
業
務
が
あ
り
、
そ
の
中

に
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談
が
含

ま
れ
て
い
る
。

ＡQＡQＡ

QＡ

QＡQＡQ

QＡ ＡQＡQＡ
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委
員
会
視
察

総
務
委
員
会

和
歌
山
県
橋
本
市

静
岡
県
浜
松
市

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
浜
名
湖

大
阪
府
箕
面
市

教
育
民
生
委
員
会
７月
22～24日

７月
１～３日

　

橋
本
市
で
は
、職
員
数
の
削
減
、業

務
量
の
増
加
、近
年
の
働
き
方
改
革

な
ど
の
背
景
か
ら
、Ｒ
Ｐ
Ａ・Ａ
Ｉ
・Ｏ

Ｃ
Ｒ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、限

ら
れ
た
人
材
で
い
か
に
効
率
的
に
業

務
を
こ
な
す
か
と
い
う
こ
と
に
主
眼

を
置
き
、事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
職
員
の
環
境
が
厳
し
く
な
る

中
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
・
Ａ
Ｉ
・
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
有

効
活
用
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

浜
松
市
で
は
、
地
域
防
災
力
の
充

実
強
化
と
し
て
、
地
域
住
民
や
自
主

防
災
組
織
と
行
う
合
同
訓
練
、
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
の
育
成
・
指
導
、
地
域

住
民
へ
の
防
火
意
識
の
普
及
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
育
成
な
ど
、

小
さ
い
頃
か
ら
防
災
・
防
火
教
育
を

行
う
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。

　

箕
面
市
で
は
「
頑
張
っ
た
職
員
に

は
報
い
、頑
張
ら
な
い
職
員
に
は〝
一

切
〞
報
い
な
い
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

責
任
と
処
遇
を
一
致
さ
せ
る
給
料
表

の
導
入
や
、
従
前
の
年
功
序
列
型
に

よ
る
公
務
員
制
度
の
枠
に
と
ら
わ
れ

な
い
新
た
な
人
事
・
給
与
制
度
を
構

築
し
て
い
ま
す
。

　

市
職
員
が
各
々
の
能
力
を
発
揮
す

る
た
め
に
も
、
努
力
に
見
合
う
評
価

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
有
効
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

大
和
市
の
地
域
乗
合
交
通
創
出
支

援
事
業
「
の
り
あ
い
」
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
が
運
行
で
き
な
い
地
域

に
導
入
さ
れ
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
無
償
運
行
バ
ス
で
す
。

　

バ
ス
に
は
乗
降
を
補
助
す
る
添
乗

員
が
お
り
、「
常
連
さ
ん
」
へ
の
福

祉
的
効
果
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
高
齢
者
お
で
か
け
支
援
事

業
」
と
し
て
、
高
齢
者
が
利
用
登
録

を
行
え
ば
、
通
院
用
送
迎
車
の
空
席

を
利
用
で
き
る
と
い
う
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
高
齢
化
や
人
員
確
保
な
ど
課

題
も
多
く
、
一
部
は
バ
ス
事
業
者
に

よ
る
運
行
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　　

世
田
谷
区
は
、
国
の
「
子
ど
も
の

権
利
に
関
す
る
条
約
」
批
准
を
機
に

「
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
整
備
プ

ラ
ン
」を
策
定
し
、子
供
を
含
め
幅
広

い
意
見
聴
取
を
行
い
、
子
供
の
人
権

擁
護
と
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

海
老
名
市
内
の
中
学
校
で
は
「
海

老
名
市
部
活
動
方
針
」
に
基
づ
い
て

部
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
方
針
は
、
行
き
過
ぎ
た
部
活

動
が
生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員
の
負

担
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
て

策
定
さ
れ
て
お
り
、
外
部
指
導
員
の

制
度
を
整
備
す
る
な
ど
、
現
場
か
ら

は
概
ね
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
部
活
動
指
導
と
医
療
の

連
携
を
図
り
、
怪
我
の
予
防
や
休
養

の
大
切
さ
を
各
学
校
で
講
演
す
る
な

ど
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

スポーツ振興の取り組み

Ｒ
Ｐ
Ａ
・
Ａ
Ｉ
・
Ｏ
Ｃ
Ｒ
に

よ
る
窓
口
改
善

神
奈
川
県
大
和
市

東
京
都
世
田
谷
区

神
奈
川
県
海
老
名
市

消
防
団
を
中
核
と
し
た

地
域
防
災
と
の
連
携

人
事
・
給
与
構
造
改
革
の

概
要

高
齢
者
お
で
か
け
事
業

子
ど
も
条
例
と〝
せ
た
ホ
ッ
と
〞

海
老
名
市
部
活
動
方
針

委 員 会 視 察
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会
視
察

都
市
環
境
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

７月
８～10日

7月31日
～8月2日

　

大
牟
田
市
で
は
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
を
策
定
し
、街
な
か
ス

ト
リ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。同
時
に
、新
規
創
業
融
資

資
金
な
ど
の
創
業
支
援
や
保
健
課
考

案
の「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
プ
リ
」を
活

用
し
た
、商
店
街
内
で
の
健
康
づ
く

り
な
ど
、民
間
の
活
力
と
情
報
を
積

極
的
に
共
有
し
、財
源
確
保
や
施
策

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

　

北
九
州
市
で
は
「
集
約
型
の
都
市

構
造
の
形
成
」「
階
層
構
造
の
拠
点

形
成
」「
交
通
網
ス
ト
ッ
ク
を
生
か

し
た
交
通
軸
形
成
」
を
軸
に
拠
点
機

能
や
交
通
の
利
便
性
を
生
か
し
つ

つ
、
住
宅
や
生
活
支
援
施
設
を
コ
ン

パ
ク
ト
に
集
約
し
た
都
市
構
造
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

お
で
か
け
交
通
事
業
に
関
し
て

は
、生
活
道
路
の
幅
員
が
狭
く
、
交

通
弱
者
が
多
い
枝
光
地
区
で
は
、
１

日
62
便
、
５
ル
ー
ト
を
運
行
し
て
お

り
、
利
用
者
・
商
店
街
・
交
通
事
業

者
の
三
者
に
よ
る
民
活
・
生
活
・
交

通
の
循
環
環
境
が
整
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
部
水
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は
下
水

処
理
に
よ
っ
て
発
生
す
る
消
火
ガ
ス

の
有
効
利
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中

で
も
消
火
ガ
ス
売
却
事
業
で
は
民
設

民
営
に
よ
り
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
売
却
益
は
平
成
30
年
度
で

約
１
億
円
と
な
り
、
今
後
は
消
化
ガ

ス
発
電
か
ら
消
化
ガ
ス
売
電
へ
の
切

り
替
え
に
注
力
し
、
収
益
ア
ッ
プ
や

官
民
連
携
に
よ
る
推
進
を
行
っ
て
い

く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

矢
板
市
の
議
会
だ
よ
り
は
「
面
白

そ
う
！
」「
可
愛
い
！
」
な
ど
感
情
に

訴
え
か
け
る
デ
ザ
イ
ン
を
重
視
し
、

文
字
よ
り
も
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
議
会
だ
よ

り
は
市
民
に
読
ん
で
も
ら
え
て
い
な

い
」
と
い
う
現
状
を
意
識
し
、
写
真

を
多
く
掲
載
す
る
な
ど
、
読
者
目
線

で
分
か
り
や
す
い
も
の
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
那
須
塩
原
市
で
は
「
読
み

や
す
さ
」
を
重
視
し
て
お
り
、
右
↓

左
開
き
、
縦
↓
横
書
き
な
ど
の
変
更

だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ホ
用
ア
プ
リ
を

活
用
す
る
な
ど
、
本
市
で
も
実
施
可

能
な
試
み
が
多
数
あ
り
、
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

足
利
市
で
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
の

意
見
交
換
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
一
部
の
発
言
に
終
始
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
現
在
は

グ
ル
ー
プ
分
け
な
ど
の
環
境
整
備
を

行
っ
て
開
催
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
校
生
や
大
学
生
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
都
市
景
観
や
観

光
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
中
学

校
へ「
出
前
授
業
」と
い
う
形
で
出
向

き
、ク
ラ
ス
ご
と
に「
市
議
会
の
仕
組

み
」
の
説
明
や
討
議
を
行
い
、
地
方

議
会
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
て
も

ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
れ
ら
の
内
容
を
踏
ま

え
、
議
会
が
「
書
き
た
い
」「
伝
え

た
い
」
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
「
読
み
た
い
」「
知
り

た
い
」
こ
と
に
注
目
し
て
、
活
動
の

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

スポーツ振興の取り組み

福
岡
県
大
牟
田
市

　
　
　
北
九
州
市

　
　
　
福
岡
市

栃
木
県
矢
板
市

　
　
　
那
須
塩
原
市

　
　
　
足
利
市

街
な
か
の
賑
わ
い
創
出

枝
光
や
ま
さ
か
乗
合
タ
ク
シ
ー

消
化
ガ
ス
発
電

議
会
だ
よ
り

出
前
授
業
・
意
見
交
換
会



2019.11 20 No.78

笠岡市へ行ってきました
～都市環境委員会～

　
「
令
和
」の
発
表
か
ら
約
半
年

が
過
ぎ
、少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、新
元
号
も
馴
染
ん
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昭
和
、
平
成
、
令
和
と
移
り

ゆ
く
時
代
の
中
で
、
丸
亀
市
議

会
も
、
今
ま
で
以
上
に
進
化
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
５
月
に
開
か
れ

た
丸
亀
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん

と
の
意
見
交
換
会
に
続
い
て
、

9
月
定
例
会
か
ら
は
議
会
運
営

の
ス
マ
ー
ト
化
、
議
論
の
深
化

を
目
的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機

を
導
入
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
と
の
意
見
交
換
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
活
用
の
場
は
、
ま
だ

ま
だ
広
が
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。

　

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
、

議
会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
ま
す

が
、
歴
史
は
次
代
へ
紡
ぎ
つ

つ
、
変
化
を
恐
れ
ず
に
、
丸
亀

へ
還
元
で
き
る
よ
う
に
議
員
全

員
で
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
広
聴
副
委
員
長
　

神
田
泰
孝

　前号の議会だよりでもご紹介した「石の島」の
ストーリー「知ってる!?悠久のときが流れる石
の島～海を越え、日本の礎を築いたせとうち
備讃諸島～」が日本遺産に認定されたことを受
け、都市環境委員会委員ほか議員15名で、笠岡市
の北木島、真鍋島へ視察研修に伺いました。　
　お天気にも恵まれ、さわやかな海風を浴び
ながら、まずは北木島・金風呂港へ。
　港では松浦副市長をはじめ笠岡市職員の皆
さん、地元の石工の皆さん、そして北木島の
住民の方々が大きな横断幕を手に出迎えてく
ださいました。　
　まず手作りの旧映画館「光劇場」で、石と共
に生きてきた島の方々の映画を鑑賞。手作業
で石を切る重労働に耐えるため、家で待つ妻
を想い、家族を思い、歌われる石切歌には大
いに胸を打たれました。また、地元の石材屋
さんが作られた「石切りの渓谷の展望台」は、
写真に入りきらないスケールの大きさ！想像
以上の高さ（深さ？）に展望台の上では研修であ
ることを忘れて「揺らすな～！」と腰が引ける私
たち･･･。　

　山道を下ると、正面は海。気持ちよく山道
と北木の町並みを歩いた後は、穏やかで温か
い北木島のお母さんたちと、お忙しい中駆け
つけてくださった大月副議長に見送られ、次
の目的地、豊浦港へ。
　同じ北木島でも趣の違う豊浦港から歩いて5
分の場所には「K’sLABO」があります。ここは
「石の博物館」。カフェや石の加工品販売、電動
アシスト自転車のレンタルなど観光客へのサ
ポートも行っています。　
　最後に向かったのは真鍋島。明治3年に建築
された真鍋家住宅や、趣のある外観の真鍋中学
校を見学しました。ここを学び舎としている中
学生たちの写真や作品もたくさん掲示され、古
き時代の面影が今も息づいている、素晴らしい
空間だと感じました。　
　笠岡、丸亀、小豆島、土庄…それぞれの形
はあれ、石と共に生きてきた人々の心はどこ
かつながっているように感じます。これから
も石が支えてくれた島の生活を重んじ、この
文化を絶やさぬよう連携を図っていければと
思います。

編
集
後
記

日本遺産
認定

日本遺産
認定

真鍋中学校

石切りの渓谷の
展望台

光劇場金風呂港にて

た　に

た　に


